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 脂肪注⼊とは 
 脂肪注⼊とは、ご⾃⾝から採取した脂肪をご希望の部位に注⼊する⼿術です。⾃分⾃⾝の脂肪を使⽤ 
 するため、異物反応もなく安⼼して治療できることが特⻑です。 
 脂肪注⼊によりボリュームアップ、シワの改善、窪みをふくらませる、お肌にハリを持たせるといっ 
 た多様な効果が期待できます。凹凸感をなめらかにして窪みをふくらませることで、若々しい印象が 
 ⼿に⼊ります。 

 脂肪注⼊の持続性 
 注⼊された脂肪は時間とともに体内に吸収されますが、数割は注⼊部位に定着すると⾔われていま 
 す。定着率は個⼈差があります。 

 脂肪注⼊にあたって 
 注⼊部位のデザインを確認の上、他の部位から脂肪を採取した脂肪をご希望の箇所に注⼊していきま 
 す。最終的な定着分を想定し多めに注⼊する場合があります。また注⼊後は局所⿇酔剤など脂肪以外 
 の液体も体内に⼊っている状態のため、とくに注⼊直後は腫れたように感じる可能性があります。時 
 間経過とともに馴染んでいきます。 

 脂肪注⼊後の状態・ケアについて 
 ・⼿術当⽇から翌⽇までは傷⼝を濡らさないように注意してください。それ以降は傷⼝周辺も含め 
 洗っていただけますが、⾝体が温まりすぎないようぬるま湯での軽いシャワー程度にしてください。 
 1週間程度は⾎流が良くなることでの腫れを防ぐため、⻑時間の⼊浴や熱いお⾵呂を避けていただく 
 ことをおすすめします。 
 ・1週間後に来院していただき、抜⽷を⾏います。 
 ・強い腫れは2週間程度で引いていき、その後も時間経過によって落ち着いていきます。 
 ・注⼊された脂肪は、時間経過とともにある程度吸収され⾃然になじみます。注⼊部位に触れると硬 
 い感じや違和感を持つ場合がありますが、徐々に落ち着いていきます。 
 ・飲酒は1週間お控えください。 
 ・軽い運動は1週間以上、激しいスポーツは2週間程度お控えください。ただし、採取部は動かすよう 
 にしてください。 
 ※経過観察をする⽬的で施術部位の写真を撮らせていただきます。撮影させていただいた写真に関し 
 ては、厳重に保管し患者様との経過観察以外で無断使⽤することはありませんのでご安⼼ください。 
 ※気になる症状がある場合には1ヶ⽉程度様⼦を⾒てください。1ヶ⽉以上経過しても違和感が継続し 
 ている場合、クリニックまでご連絡ください。 
 ※胸以外の注⼊で授乳中の⽅は、術後48時間は断乳して頂きますようにお願い致します。 

 脂肪注⼊で⽣じる可能性のあるリスクについて 
 【内出⾎、⽪下出⾎】 
 挿⼊部位周辺に内出⾎や⽪下出⾎が⽣じる場合があります。最初は⻘⿊い⾊みでその後⻩⾊→肌⾊と 
 変化していきます。出現や消失には個⼈差がありますが、数週間かかる場合があります。 症状がひど 
 い場合は穿刺や外科的処置が必要になることもあります。 
 【左右差】 
 ⼿術直後より左右差が出ることがあります。ダウンタイム中はとくに左右差を強く感じることがあり 
 ます。元々⼈体は左右⾮対称であり、また個々の⾝体の形、筋⾁の動き、普段の⽣活上の癖などが原 
 因で、完全な左右対称にはならない場合があります。 
 【痛み】 
 術後、脂肪採取部位及び注⼊部位が痛む場合があります。痛みがある場合は処⽅される内服薬をお飲 
 みください。 
 【感染】 
 注⼊後、熱を持ったり⾚みが出て痛むようなときは、注⼊部位が炎症を起こしている可能性がありま 
 す。感染が⽣じると傷⼝の治りが悪くなったり、腫れが強く出ることがあります。  
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 場合により抗⽣剤の内服や外科的処置が必要となる可能性がありますので、違和感がある際はクリ 
 ニックまでご相談ください。 
 【傷跡】 
 術後1〜2ヶ⽉前後は⾚みがあり硬く突っ張ったような感じがしますが、この時期を過ぎると徐々に⽩ 
 く柔らかな線となっていき⽬⽴ちにくくなります。 
 【脂肪塞栓、⾎栓（エコノミー症候群）】 
 極稀に注⼊した脂肪や採取の際の脂肪が⾎管を圧迫し、⾎流が詰まってしまうことがあります。万が 
 ⼀発⽣した場合は、適切な処置を⾏います。 
 【しこり】 
 術後、注⼊部位がしこりのようになり硬さが気になる場合があります。経過には個⼈差があり、⾃然 
 に軽快していく場合もありますが、残存してしまうこともあります。 
 【凹凸】 
 術後、凹凸が⽣じる場合があります。通常は時間経過により改善が⾒られます。術後、半年間は経過 
 観察を⾏うためなるべく注⼊部位を刺激しないようにしてください。 
 【吸引部の拘縮】 
 吸引部は1か⽉⽬で硬くなりますが、徐々に柔らかくなります。 

 脂肪注⼊をお受けいただけない⽅ 
 妊娠中の⽅、または妊娠をご検討されている⽅、（胸への脂肪注⼊の場合、授乳中の⽅）⿇酔剤アレ 
 ルギーの⽅、⽪膚炎のある⽅、体調が優れない⽅やその他の理由によって医師が不可と判断した場合 
 は、脂肪の施術はお受けいただけません。 
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